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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第37期
第２四半期
累計期間

第38期
第２四半期
累計期間

第37期
第２四半期
会計期間

第38期
第２四半期
会計期間

第37期

会計期間

自  平成20年
    11月１日
至  平成21年
    ４月30日

自  平成21年
    11月１日
至  平成22年
    ４月30日

自  平成21年
    ２月１日
至  平成21年
    ４月30日

自  平成22年
    ２月１日
至  平成22年
    ４月30日

自  平成20年
    11月１日
至  平成21年
    10月31日

売上高 (千円) 7,207,9507,913,9413,183,9423,640,91512,159,853

経常利益 (千円) 598,081 743,064 153,917 219,224 557,614

四半期(当期)純利益 (千円) 335,255 401,528 88,734 118,710 305,202

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 531,400 531,400 531,400

発行済株式総数 (株) ― ― 4,840,0004,840,0004,840,000

純資産額 (千円) ― ― 3,300,5603,615,6103,269,483

総資産額 (千円) ― ― 7,543,6897,806,8036,941,170

１株当たり純資産額 (円) ― ― 701.94 768.94 695.33

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 71.30 85.39 18.87 25.25 64.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 0.00 0.00 0.00 0.00 12.00

自己資本比率 (％) ― ― 43.8 46.3 47.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 192,130 224,175 ― ― 553,826

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 22,450△ 271,916 ― ― △ 166,809

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 251,661△ 56,956 ― ― △ 244,694

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 690,941 307,225 411,923

従業員数 (名) ― ― 247 300 253

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は関連会社を有しておりませんので、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりませ

ん。

３　潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年４月30日現在

従業員数(名) 300

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員数が当第２四半期会計期間において51名増加しております。主な理由は、新規開店した２店舗の採用及

び平成22年３月卒業の新卒採用によるものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売の状況

①品種別売上高

当第２四半期会計期間における売上実績を品種別に示すと、次のとおりであります。
　
　 前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間

　 自　平成21年２月１日 自　平成22年２月１日

　 至　平成21年４月30日 至　平成22年４月30日

　 売上実績(千円) 構成比(％) 売上実績(千円) 構成比(％)

タイヤ 1,442,844 45.3 1,693,517 46.5

ホイール 1,367,223 43.0 1,488,729 40.9

用品 160,409 5.0 215,949 5.9

作業料 213,465 6.7 242,718 6.7

合　　計 3,183,942 100.0 3,640,915 100.0

(注) １　金額は、売上価格で表示しております。

２　用品の内訳は、シート、ステアリング、エアロ、サスペンション等であります。

３　作業料の内訳は、タイヤ廃棄料、送料、バランス料、取付料等であります。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②経路別売上高

当第２四半期会計期間における売上実績を販売経路別に示すと、次のとおりであります。

　
　 前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間

　 自　平成21年２月１日 自　平成22年２月１日

　 至　平成21年４月30日 至　平成22年４月30日

　 売上実績(千円) 構成比(％) 売上実績(千円) 構成比(％)

店舗売上 1,997,590 62.7 2,195,637 60.3

通販売上 886,565 27.9 985,794 27.1

業販売上 299,786 9.4 459,483 12.6

合　　計 3,183,942 100.0 3,640,915 100.0

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

当社の売上高は、冬季商品のスタッドレスタイヤ交換期にあたる第２四半期累計期間までに、売上高が著

しく片寄る季節的な傾向があります。

　

(2) 受注実績

該当事項はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

 4/23



　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国の経済は、少しずつ世界経済の回復が見られるなか、企業収益に

も改善が見えはじめ、緩やかな景気回復の傾向となりました。しかし、国内設備投資は引き続き低調であ

り、雇用状況も依然として厳しく、さらに政府による経済対策の先行き不透明感から、未だ本格的な回復

とはなっていません。

このような状況のもと当社では、消費者の「節約疲れ」の影響と思われる売上がほぼ全店舗で見られ、

新店効果とあいまって、店舗売上・通信売上ともに伸ばすことができました。また、引き続き業販部門の

強化を継続しており、業販売上も好調に推移しました。

この結果、当第２四半期会計期間の売上高は3,640百万円（前年同四半期比14.4％増）、営業利益は196

百万円（前年同四半期比24.2％増）、経常利益は219百万円（前年同四半期比42.4％増）、四半期純利益

は118百万円（前年同四半期比33.8％増）と増収増益となりました。

品種別売上高の状況は、タイヤは1,693百万円（前年同四半期比17.4％増）、ホイールは1,488百万円

（前年同四半期比8.9％増）、用品は215百万円（前年同四半期比34.6％増）、作業料は242百万円（前年

同四半期比13.7％増）となりました。また、経路別売上高の状況は、店舗売上高は2,195百万円（前年同四

半期比9.9％増）、通販売上高は985百万円（前年同四半期比11.2％増）、業販売上高は459百万円（前年

同四半期比53.3％増）となっております。

　

(2) 財政状態の分析

①資産の状況

当第２四半期会計期間末における資産は7,806百万円となりました。

流動資産は、現金及び預金の減少、好調な売上による売掛金の増加、仕入先からのリベート未収入金の

増加などより、前年同四半期会計期間末に比べ171百万円減少の4,078百万円となりました。

固定資産は、新規出店にかかる有形固定資産及び投資その他の資産の増加などにより、前年同四半期会

計期間末に比べ434百万円増加の3,727百万円となりました。

②負債の状況

当第２四半期会計期間末における負債は4,191百万円となりました。

流動負債は、１年内返済予定の長期借入金の増加、好調な売上による前受金の増加などにより、前年同

四半期会計期間末に比べ506百万円増加の2,893百万円となりました。

固定負債は、長期借入金の返済、リース債務の増加などにより、前年同四半期会計期間末に比べ558百万

円減少の1,297百万円となりました。

③純資産の状況

当第２四半期会計期間末における純資産は3,615百万円となりました。

これは主に、当第２四半期純利益による利益剰余金の増加によるものであり、前年同四半期会計期間末

に比べ315百万円の増加となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は307百万円となりま

した。

　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果獲得した資金は、261百万円となりました。（前年同四半期は239百万円の獲得）

　これは主に、税引前四半期純利益219百万円、仕入債務の増加額285百万円、売上債権の増加額131百万円、

棚卸資産の増加額127百万円などによるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は、138百万円となりました。（前年同四半期は54百万円の獲得）

　これは主に、有形固定資産の取得による支出141百万円などによるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、157百万円となりました。（前年同四半期は151百万円の使用）

　これは主に、長期借入金の返済による支出96百万円、配当金の支払額56百万円などによるものでありま

す。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備の重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備計画の完了

第１四半期会計期間末に計画していた設備計画のうち、当第２四半期会計期間に完了したものは、次

のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容 投資額(千円) 完了年月
完成後の
増加能力

潮芦屋店
(兵庫県芦屋市)

販売業務 100,066平成22年３月 新規顧客の獲得

長岡店
(新潟県長岡市)

販売業務 119,083平成22年３月 新規顧客の獲得

(注)　上記の金額に消費税等は含まれておりません。

　

②設備の新設等の計画

当第２四半期会計期間において、新たに確定した設備の新設等の計画及び当第１四半期会計期間末

において、計画中であった設備の新設等の進捗は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容

投資予定額(千円)

資金調達方法 着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力

総額 既支払額

茨城店
(茨城県つくば市)

販売業務 130,00043,349自己資金
平成22年
３月

平成22年
９月

集客力の高
い地域への
移転のため
売上高増加

四日市店
(三重県四日市市)

販売業務 90,000 ― 自己資金
平成22年
６月

平成22年
10月

新規顧客の
獲得

大宮店
(さいたま市西区)

販売業務 110,00030,000自己資金
平成22年
９月

平成23年
３月

主要幹線道
路沿いへの
移転のため
売上高増加

(注) １　上記の金額に消費税等は含まれておりません。

２　茨城店及び大宮店は店舗移転計画であり、この店舗移転の決定に伴い、既存店舗設備の除却 7,590千円を、第１

四半期会計期間において「店舗移転損失」として特別損失に計上しております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,200,000

計 15,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年６月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,840,000 4,840,000
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式
（単元株式数　100株）

計 4,840,000 4,840,000― ―

(注)　ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、平成22年４月１日付で大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市

場)に上場となっております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年４月30日 ― 4,840,000 ― 531,400 ― 568,000

　

(5) 【大株主の状況】

　 　 平成22年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

遠藤 文樹 仙台市泉区 19,206 39.68

佐々木 正男 仙台市泉区 2,728 5.63

大川 政治 松戸市 2,050 4.23

株式会社七十七銀行
(常任代理人 資産管理サービス
信託銀行株式会社)

中央区晴海１丁目8-12
晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟

1,155 2.38

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 千代田区丸の内２丁目７番１号 1,100 2.27

第一生命保険株式会社
(常任代理人 資産管理サービス
信託銀行株式会社)

中央区晴海１丁目8-12
晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟

990 2.04

株式会社損害保険ジャパン 新宿区西新宿１丁目26-1 990 2.04

オートックワン株式会社
港区芝２丁目22-15
芝公園ＳＴＫビル４Ｆ

990 2.04

株式会社リベロ・アンド・
カンパニー

新宿区弁天町87番地 735 1.51

賀来 昌義 宇佐市 605 1.25

計 ― 30,549 63.12

(注) １　上記のほか当社所有の自己株式1,379百株(2.84％)があります。

２　第一生命保険相互会社は、平成22年４月１日に第一生命保険株式会社に組織変更されています。

　

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

 9/23



(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　137,900

―
株主として権利内容に制限のない、
標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式4,701,400 47,014 同上

単元未満株式 普通株式　　　700 ― 同上

発行済株式総数 4,840,000― ―

総株主の議決権 ― 47,014 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権10個）が含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式17株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
フジ・コーポレーション

宮城県黒川郡富谷町
成田九丁目３番３号

137,900 ― 137,900 2.84

計 ― 137,900 ― 137,900 2.84

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
11月

12月
平成22年
１月

２月 ３月 ４月

最高(円) 284 295 317 311 382 428

最低(円) 241 244 281 299 300 375

(注)  株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、それ以前はジャス

ダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成21年２月１日から平成21年４月30日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成20年11月１日から平成21年４月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成22年２月１日から平成22年４月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年11月１日か

ら平成22年４月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成21年２月１日か

ら平成21年４月30日まで)及び前第２四半期累計期間(平成20年11月１日から平成21年４月30日まで)に係

る四半期財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期会計期間(平成

22年２月１日から平成22年４月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年11月１日から平成22年４月

30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており

ます。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年４月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 311,557 416,572

売掛金 625,388 545,741

商品 2,053,833 2,051,109

未収入金 924,058 323,465

その他 164,087 140,073

貸倒引当金 △87 －

流動資産合計 4,078,836 3,476,962

固定資産

有形固定資産

建物 1,186,926 1,052,690

減価償却累計額 △406,804 △386,429

建物（純額） 780,122 666,261

土地 1,499,448 1,499,448

その他 1,228,878 1,079,289

減価償却累計額 △714,948 △688,758

その他（純額） 513,930 390,531

有形固定資産合計 2,793,501 2,556,241

無形固定資産 71,237 78,604

投資その他の資産

その他 863,476 829,362

貸倒引当金 △249 －

投資その他の資産合計 863,227 829,362

固定資産合計 3,727,967 3,464,208

資産合計 7,806,803 6,941,170
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年４月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,167,384 993,919

短期借入金 300,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 685,714 685,714

未払法人税等 340,970 114,044

賞与引当金 30,210 31,380

前受金 163,686 101,977

その他 205,508 213,982

流動負債合計 2,893,473 2,241,019

固定負債

長期借入金 936,428 1,129,285

退職給付引当金 34,785 30,285

役員退職慰労引当金 － 208,125

長期未払金 208,125 －

その他 118,380 62,971

固定負債合計 1,297,719 1,430,667

負債合計 4,191,193 3,671,687

純資産の部

株主資本

資本金 531,400 531,400

資本剰余金 568,000 568,000

利益剰余金 2,548,371 2,203,267

自己株式 △32,160 △32,160

株主資本合計 3,615,610 3,270,506

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 － △1,023

評価・換算差額等合計 － △1,023

純資産合計 3,615,610 3,269,483

負債純資産合計 7,806,803 6,941,170
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年４月30日)

売上高 7,207,950 7,913,941

売上原価 5,147,903 5,653,409

売上総利益 2,060,046 2,260,532

販売費及び一般管理費 ※1
 1,460,295

※1
 1,544,570

営業利益 599,750 715,961

営業外収益

受取利息 2,595 2,130

協賛金収入 7,073 27,229

受取手数料 6,168 3,198

その他 10,583 15,913

営業外収益合計 26,420 48,471

営業外費用

支払利息 26,439 19,788

その他 1,650 1,580

営業外費用合計 28,090 21,368

経常利益 598,081 743,064

特別利益

有形固定資産売却益 － 2,238

貸倒引当金戻入額 35 －

特別利益合計 35 2,238

特別損失

有形固定資産除却損 193 417

ソフトウエア除却損 － 1,670

店舗移転損失 － 7,590

特別損失合計 193 9,679

税引前四半期純利益 597,922 735,623

法人税等 262,666 334,095

四半期純利益 335,255 401,528
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年４月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年２月１日
　至 平成22年４月30日)

売上高 3,183,942 3,640,915

売上原価 2,322,196 2,657,208

売上総利益 861,745 983,707

販売費及び一般管理費 ※1
 703,869

※1
 787,694

営業利益 157,876 196,012

営業外収益

受取利息 1,813 1,313

協賛金収入 50 20,020

受取手数料 3,673 1,489

その他 4,630 10,131

営業外収益合計 10,168 32,954

営業外費用

支払利息 13,276 8,963

その他 850 780

営業外費用合計 14,127 9,743

経常利益 153,917 219,224

特別利益

有形固定資産売却益 － 2,238

特別利益合計 － 2,238

特別損失

有形固定資産除却損 － 291

ソフトウエア除却損 － 1,670

特別損失合計 － 1,962

税引前四半期純利益 153,917 219,499

法人税等 65,182 100,789

四半期純利益 88,734 118,710
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年11月１日
　至 平成21年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年11月１日
　至 平成22年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 597,922 735,623

減価償却費 54,585 63,302

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,610 △1,170

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,873 4,500

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,325 △208,125

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35 336

受取利息及び受取配当金 △2,595 △2,130

支払利息 26,439 19,788

有形固定資産除却損 193 417

無形固定資産除却損 － 1,670

店舗移転損失 － 7,590

固定資産売却損益（△は益） － △2,238

売上債権の増減額（△は増加） △207,030 △17,938

たな卸資産の増減額（△は増加） 105,123 △2,723

仕入債務の増減額（△は減少） △227,098 △426,420

長期未払金の増減額（△は減少） － 208,125

その他 40,772 △32,704

小計 407,085 347,905

利息及び配当金の受取額 1,172 2,131

利息の支払額 △27,557 △20,490

法人税等の支払額 △188,569 △105,371

営業活動によるキャッシュ・フロー 192,130 224,175

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金等の純増減額（△は増加） △943 317

有形固定資産の取得による支出 △47,465 △239,565

無形固定資産の取得による支出 △3,406 △1,020

建設協力金の支払による支出 － △49,462

敷金の差入による支出 － △17,220

その他 29,364 35,034

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,450 △271,916

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 200,000

長期借入れによる収入 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △192,857 △192,857

リース債務の返済による支出 － △7,356

配当金の支払額 △55,481 △56,742

財務活動によるキャッシュ・フロー 251,661 △56,956

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 421,341 △104,698

現金及び現金同等物の期首残高 269,600 411,923

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 690,941

※
 307,225
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年11月１日　至　平成22年４月30日)

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

について著しい変化がないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予測等を利用する方法

によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年11月１日　至　平成22年４月30日)

税金費用の算定方法

税金費用については、当事業年度の予想税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成21年11月１日  至  平成22年４月30日)

役員退職慰労引当金

平成22年１月28日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給を決議し、当

第２四半期会計期間において個人別の支給額が確定したため、役員退職慰労引当金を全額取り崩し、固定負債の

「長期未払金」として計上しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

特記すべき事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年11月１日　至　平成22年４月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 394,075千円

　広告宣伝費 267,255千円

　地代家賃 171,075千円

　減価償却費 54,585千円

　役員退職慰労引当金繰入額 14,325千円

　賞与引当金繰入額 33,360千円

　退職給付費用 3,856千円

 

　２　当社の売上高は、冬季商品のスタッドレスタイヤ交

換期にあたる第２四半期累計期間までに、売上高が

著しく片寄る季節的な傾向があります。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 433,645千円

　広告宣伝費 249,091千円

　地代家賃 188,110千円

　減価償却費 63,302千円

　賞与引当金繰入額 30,210千円

　退職給付費用 5,262千円

　貸倒引当金繰入額 336千円

 
　２　当社の売上高は、冬季商品のスタッドレスタイヤ交

換期にあたる第２四半期累計期間までに、売上高が

著しく片寄る季節的な傾向があります。

　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自　平成21年２月１日　至　平成21年４月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年２月１日　至　平成22年４月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 194,199千円

　広告宣伝費 127,457千円

　地代家賃 84,763千円

　減価償却費 27,980千円

　賞与引当金繰入額 22,740千円

　退職給付費用 1,936千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給与手当 222,151千円

　広告宣伝費 129,891千円

　地代家賃 96,309千円

　減価償却費 34,751千円

　賞与引当金繰入額 20,500千円

　退職給付費用 2,475千円

　貸倒引当金繰入額 336千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期累計期間

(自　平成20年11月１日　至　平成21年４月30日)
当第２四半期累計期間

(自　平成21年11月１日　至　平成22年４月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 696,043千円

預入期間が３か月超の定期預金等 △ 5,102千円

現金及び現金同等物 690,941千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 311,557千円

預入期間が３か月超の定期預金等 △ 4,331千円

現金及び現金同等物 307,225千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成22年４月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成21年11月１日　至　平成22

年４月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 4,840,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 137,917

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年１月28日
定時株主総会

普通株式 56,424 12.00平成21年10月31日 平成22年１月29日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありません。

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社を有していないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
(平成22年４月30日)

前事業年度末
(平成21年10月31日)

　 　

　 768円94銭
　

　 　

　 695円33銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年11月１日 
  至　平成22年４月30日)

１株当たり四半期純利益 71円30銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純利益 85円39銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成20年11月１日 
  至　平成21年４月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年11月１日 
  至　平成22年４月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 335,255 401,528

普通株式に係る四半期純利益(千円) 335,255 401,528

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,702,083 4,702,083

　

第２四半期会計期間

　
前第２四半期会計期間
(自  平成21年２月１日
至  平成21年４月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額 18円87銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 25円25銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成21年２月１日
至  平成21年４月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年４月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 88,734 118,710

普通株式に係る四半期純利益(千円) 88,734 118,710

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 4,702,083 4,702,083

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

20/23



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

21/23



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年６月４日

株式会社フジ・コーポレーション

取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    　橋　本　俊　光　　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    　谷　藤　雅　俊　　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フジ・コーポレーションの平成20年11月１日から平成21年10月31日までの第37期事業年度の第２四半期

会計期間(平成21年２月１日から平成21年４月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年11月１日から平

成21年４月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジ・コーポレーションの平成21年４月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２

四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年６月４日

株式会社フジ・コーポレーション

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　谷　藤　雅　俊　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　今　江　光　彦　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社フジ・コーポレーションの平成21年11月１日から平成22年10月31日までの第38期事業年度の第２四半期

会計期間(平成22年２月１日から平成22年４月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年11月１日から平

成22年４月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジ・コーポレーションの平成22年４月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２

四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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